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高校に進学！！ ～どの高校を選ぶか？ ～ 

                            校長 谷 奥 憲 夫 
 生徒一人一人の意欲を引き出し、自己実現に向け、授業やインターンシップ、販売実習などの体験的な学習、生徒会行事・学校行事、地域の行事に生徒が参加（実

践）することにより、自信、成就感や達成感、満足感など充実した高校生活が展開（実現）出来るよう自校では今ままでも、これからも含め「魅力ある学校づくり」

のために熱心、積極的に取組んでいます。（平成１６年度、希望者による放課後の、セミナー学習講座がスタートする。） 
 近い将来、生徒が保護者から自立し援助を受けないで生活をするため、必要な教育訓練の場が自校の商業高校を含めた専門高校（農業・工業・商業・水産・家庭・

看護・その他）です。すなわち、自校は、中学校卒業生が入学し、３ヶ年間で商業（ビジネス教育）に関する知識や技術、社会人としてのマナー、職業生活や社会生

活に必要な心構え、資格取得など人として必要かつ社会集団に適応できる能力（順応性）を身に着けることができます。 
普通高校との学習内容を比較すると商業に関する専門科目が３０％（３割）程度、普通科目の時間数を削って学習することになっています。しかし、普通高校の生

徒と同じように、大学や短大等に進学する生徒が就職難（求人の減少影響）もあって、最近では５０％（５割）前後の生徒が進学している状況です。就職についても、

自校では平成１５年度卒業生の就職内定率は、今年３月末において、１００％の立派な結果となっています。 
（１） 高校選択の基準について 
① 自分（自己）の将来の職業選択や自己実現のために必要（役立つ）な学校か 
どうかの判断をすることが大切です。（友達が行くから決めた程度の高校選択 
動機では、危険ですから、真剣、真面目に考えてください） 
② 高校３ヶ年間の授業料や教材費、通学費など経費負担も学校別に比較検討し、 
生活面で心配なく学習活動が十分（充実）できるかどうか保護者と相談してく 
ださい。 
③ 中学校を卒業した先輩達の高校選択の感想や意見も判断材料として重要です。 
④ 各高等学校卒業生の進路状況（学校ＰＲの配布資料）が参考になります。 
⑤ 各高等学校生徒の行動（様子）を見て（観察）判断することや保護者や地域 
住民の各高等学校に対する社会的な評価（評判）が目安となります。 

（２） 生まれ育った自分達の妹背牛町（地域）が将来にわたっても住みやすい環境 
が守られ、人々との調和が図られるためには、一人一人に何ができるか考えてほし 
い。！！！ 地域産業経済やスポーツ・文化活動の発展（活性化）にとっては生活 
基盤として病院や福祉施設、保育所や小学校、中学校、そして高等学校が地域（地 
元）に現在のように存在することが必要です。（一人でも多くの中学生が入学するこ 
とを願っています。） 
以上、勝手な願い（思い）を述べましたことをお許しください。今年度も来春の入 
学生徒募集のために、自校の全教職員が力を合わせて、しっかり取組みをする覚悟で 
す。今後一層の地域皆様方のご理解とご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

全道大会（女子バレーボール）準優勝！！！ 

～ アテネ五輪出場の吉原知子先輩につづけ ～ 
 ６月１５日(火)～１８日（金）まで帯広市（市総合体育館他）
で行われた高等学校バレーボール選手権大会（北海道予選会）

において、決勝戦で旭川実業に２対０で敗退しましたが、準優

勝という結果（全国大会出場権獲得）を得ることが出来ました。

今回の全道大会を家庭・家族、地域や学校のみんなが期待し切

望していることを選手の一人一人が考え、一試合一試合を大切

に戦ったことでの結果であると思います。 また、アテネ五輪

出場を決めた、自校出身の吉原知子選手（全日本女子バレーボ

ール主将：コートでの素敵な笑顔）が大活躍していること

が強烈な応援となっています。自校女子バレーボール選手

に今大会での強力な 
エネルギーとバレー 
ボールを通しての高 
校生活に夢や希望を 
与えてくれた、吉原 
知子選手に感謝の 
気持ちで一杯です。 

－－連連絡絡掲掲示示板板－－   
初初戦戦突突破破  ――高高体体連連報報告告――    
  本本校校ババススケケッットトボボーールル部部（（男男子子））  
１１回回戦戦（（対対  深深農農））をを逆逆転転勝勝利利でで収収めめままししたた．．  
  
準準備備ははじじままるる――第第 5555回回妹妹商商祭祭――  
７７月月９９～～１１００日日、、「「GGoo  aahheeaadd  ～～一一歩歩踏踏みみ出出せせ！！～～」」ををテテーーママにに
学学校校祭祭実実施施。。ククララスス発発表表、、模模擬擬店店、、ババレレーー部部紅紅白白試試合合、、歌歌合合戦戦、、

展展示示、、後後夜夜祭祭ななどど、、皆皆様様多多数数ののごご来来校校ををおお待待ちちししてていいまますす。。  
一一般般公公開開日日：：77//1100（（土土））  1100：：0000～～1166：：0000  

 

 4 日 ワープロ検定     17 日 電卓検定 
 5 日 漢字昇級認定試験 22日 職員会議 

9～10日 学校祭         23 日 防災点検 

 12 日 学校祭後片付け  26 日 全校集会・大掃除 

 13 日 振替休日      27 日 夏季休業（～8/16） 

 15日 全国壮行会 

  

58 号 

【【【北空知教育相談研究会についいて】 

去る 6/15（火）、本校多目的教室において、標記研究会が 26 名の参

加者のもと開催されました。 

午前中は総会後、「不登校傾向を持つ生徒に対する教育相談的対応」

について発表があり、研究協議が行われました。生徒一人一人に、教員が

チームとして複数の関わりを持つこと、個別の対応の具体的な実践例等の

情報交換を行い、教育相談的関わりについて深めました。 

また、空知教育局学校指導班指導主事 

 岩田一郎氏より自己有用感を育てる関わ 

り、その評価について助言がなされました。 

午後からは、北海道立教育研究所研究 

研修主事 渡邉祐美子氏を迎え、「教育相 

談の考え方と進め方」と題し、インシデント 

プロセス法による事例研究の講義と演習を行いました。グループに分かれ、

具体的事柄の元に援助プランの立てる演習でした。 

北北空空知知教教育育相相談談研研究究会会ににつついてて】】  

 

○ホームページ： http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp（パソコン用） http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp/i/index.htm (携帯用)

○メール： moseushi@hokkaido-c.ed.jp 


